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騙されない責任の重み 
気付いた時にはもう遅い・・・ 

２００２年３月、米英のイラク侵略が始まって間も 

なく、韓国の進歩的な新聞「ハンギョレ」に載せられ 

たコラム「可愛そうだ。米軍の兵士たち」の一部で 

ある。選挙結果が明らかになった朝、この文章が思 

い浮かんできた。 

偶然であろうが９月１１日は、２１世紀の歴史を変 

えてしまった「９・１１同時多発テロ」の３周期でもあ 

った。選挙結果の報道であまり注目されなかった 

が、９月１２日の朝のニュースでは９・１１テロ犠牲者 

遺族の中で２人のインタービューが流れた。私に 

は今回の選挙結果と結び付いて、まさにこの国の 

未来を暗視するような印象の深い場面であった。 

一人の遺族は追悼式で、イラクから米軍を撤退 

させることを強く訴えた。もう一人の遺族は、“テロと 

の戦い”を掲げた侵略戦争が始まって以来、アメリ 

カ社会が以前より不安になって怖いので旅行にも 

行けなくなったとつぶやいた。私は独り言を言った。 

「気付いた時にはもう遅い・・・」 

民主主義の変質： “刺客”主演の“小泉劇場” 

民主主義社会の根本となる選挙。有権者一人 

ひとりの未来を決める政策。その政策に対する社 

会的な議論の場となるべき選挙の空間は、いわゆ 

る“刺客”を主演俳優に急遽作られた“小泉劇場” 

の“郵政民営化”というバラエティショーへ変質して 

しまった。 

選挙運動の報道を見ていたら、今回の選挙では 

郵政民営化に反対する自民党議員と“刺客”だけ 

が映っていた。本質的にはそんなに変わりのない 

二つの集団。むしろ、郵政民営化に反対する候補 

たちが、小泉政治に体を張って抵抗する“志士”の 

ように錯覚されるくらいであった。無批判・無思考の 

マスコミは政治人ではなく芸能人になった“小泉チ 

ルドレン”を今日も追っかけ続けている。 

郵政民営化の裏では：憲法改悪の本音 

しかし、選挙が終わってから郵政民営化の裏に 

隠された彼らの本音が明らかになった。自民党は 

選挙から一夜明けた９月１２日、改憲のための「憲 

法調査会」を常設委員会にしようと打ち出した。憲 

法改悪のための国民投票法案を始め、改憲論議 

を本格化しようとする。郵政民営化の裏には、彼ら 

が本当に狙った憲法改悪、教育基本法改悪の本 

音が隠されていたのだ。 

特別国会で郵政民営化法案が成立する過程を 

見ると、この国の国会で民主主義が死んでしまう危 

険性を感じる。反対の声を無視する、もっと怖いの 

は反対の意見を持っていても声を出せなくなること 

だ。「独裁」と言っても過言ではない。 

草と草の根の連帯をあらわす 

草の家のシンボルマーク 
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インド洋派兵自衛隊 

の駐留延長を決めた 

与党は、相次いで教育 

基本法の改悪や共謀 

罪の成立など、戦争す 

る国に必要な悪法をつ 

くろうとしている。 

戦争する国への動き 

を象徴するできことの 

ひとつは、小泉首相の 

靖国への執着である。 

戦争に対する反省もな 

く、憲法を無視し、アジ 

アとの関係を顧慮しな 

い小泉首相はまた靖 

国へ行った。憲法改悪 

と靖国参拝の関連性 

について高橋哲哉さん 

はつぎのように指摘し 

ている。 

「自衛隊を自衛軍に 

変えたい自民党は、戦 

死者を英霊として顕彰 

する精神的装置を再び 

必要としているのだ。」 

（朝日新聞、１０月１８ 

日、３１面） 

騙されたと気付いた 

時にはもう遅い。これ 

から正念場を迎える闘 

いの前に、再び騙され 

ない責任の重みを感じ 

る。 

事務局長 金英丸


